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はじめに 

 

湖沼は、漁業、利水、観光などの場として昔から国民に利用されてきています。しかし、閉鎖

性水域である湖沼は、山林の伐採、観光開発など人為的環境改変の影響を受けやすく、富栄養化、

酸性化、化学物質による水質汚染などが問題となっています。また、最近では、放流された外来

魚などによる湖沼生態系の攪乱、交雑による遺伝的汚染、在来種との競合による漁業被害など新

たな問題が指摘されています。 

利用者の多い我が国の湖沼の多くは、良好な自然環境を維持し、次世代に継承することが難し

くなっており、如何にして自然環境を保全するかを明確にすることが、将来とも豊かな自然から

の恵みを享受するうえで求められています。そのためには、対象とする湖沼の生物、化学および

物理的環境の他、湖沼を取り巻く社会的条件の現状と歴史的変遷を科学的知見に基づいて収集・

整理する必要があります。 

本事業では、日本財団の船舶関係事業等に寄与する事業の振興を目的とした事業の助成を受け

て、古くから多くの国民に利用されてきている湖沼を対象として周辺集水域、都市ならびに関連

河川等の自然環境・社会環境情報等を収集整理し、関係機関の自然保全対策や国民の環境に対す

る理解に役立つ基盤情報を整備・提供することとしました。 

本年度は、昨年度取りまとめた中禅寺湖等と同様に優れた自然環境が維持、利用されている十

和田湖を対象として事業を実施いたしました。 

情報収集・調査等について多大のご協力をいただいた秋田県農林水産部水産漁港課、同県水産

振興センター、同県小坂町ならびに青森県農林水産部水産振興課、同県水産総合研究センター内

水面研究所、同県県土整備部道路課、同県十和田湖町に深く感謝申し上げます。また、各種の資

料を提供いただいた十和田湖増殖漁業協同組合、環境省自然環境局東北地区自然保護事務所、国

土地理院ならびに読売新聞社の各位に深く感謝申し上げます。 

さらに、本事業における湖沼環境基盤情報整備事業専門委員会の委員として、専門的立場から

種々ご指導いただきました加藤禎一、関野哲雄、金澤宏重、杉山秀樹、上原子次男および眞山紘

の各氏に厚くお礼申し上げます。 

終りに、本事業成果が自然環境に対する理解を深め、環境保全への取り組みの一助となること

を期待します。 
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